登って いった 少年 
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出て 来る 物語りの 一 節 一 節が 花火の やうに みんな を 驚 

かし、 眩惑した。 それ はすば らしかった。 

みんな は 口に 出さなかった が、 早く 配役 をき めて 貰 

ひたかった。 それが 決定的な ことであった。 それが 非 

常に 気になって ゐた。 先生が 女王 星の 登場 を 話した 瞬 

間から 少女の 方の 主役 は ツルが するとい ふこと をす ベ 

ての 者が 感じ、 みとめて ゐた。 女王と いふ 名称 は ツル 

以外 誰の 頭に も ふさ はしくなかった からで ある。 しか 

し 少年の 方の 主役、 II 一 人の 勇敢な 樵 夫の 役 は 誰の 

ところに 落ちて 来る の だら う。 みんなの 頭の 中には 二 

つの 名前が 泛 んでゐ た。 杏平と そして 全次郎 と。 
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